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２０２２年１０月３１日 

 

 

ＳＵＰＥＲ ＦＯＲＭＵＬＡレースレポート 

 

＃１野尻、ポール･トゥ･ウィンで有終の美を飾る 

 

２０２２年 全日本スーパーフォーミュラ選手権 第１０戦 鈴鹿サーキット 
距離：４，５６３ｋｍ×３１Ｌａｐｓ（１４１．４５３ｋｍ）※３１Ｌａｐｓ ｏｒ７５ｍｉｎ． 

２０２２年１０月３０日（日）天候：晴れ／路面：ドライ 
 
■予選 ＃１ 野尻 １位 / ＃１５ 笹原 ４位 
■決勝 ＃１ 野尻 １位 / ＃１５ 笹原 １６位 
 
【野尻選手】  

最終第１０戦をポール・トゥ・ウィンで締めくくる事ができ
ました。もう最高の結果、最高のシーズンでした。 
 
思い起こせば開幕の富士でポール・トゥ・ウィンで勝利し、  
この流れを作れたのだと思います。中盤戦では優勝は無かった
ものの、安定して上位でゴールする事ができ、これは自身の 
成長もさることながら、チームのみんなが毎回ミスなく僕を 
送り出し続けてくれた結果であり、みんなの頑張りが常に  
形として現れたのだと実感しています。 
 
最終戦で再度優勝できて、奇跡のようなシーズンで、もうこれ
以上なにも望むものはありません。昨年の優勝も嬉しかった 

ですが、２年連続のチャンピオンというのも、とても素晴らしいものですね。 
 
本当にいろいろな人の応援や協力があってこそのチャンピオンです。関係してくださった皆様、 
本当に、本当にありがとうございました。 

 
【笹原 選手】 

今日の最終戦は気合が入り過ぎてしまい、うまく噛み合って
いませんでした。セーフティーカー明けにアンチストールして 
しまい、加速できませんでした。 
 
車の感触は良かっただけに悔しいです。接触でチームに迷惑を
かけてしまった事、申し訳なく思っております。 
 
今週末の２レースも含め、今年は好不調をそれぞれ沢山経験  
したので、是非それら経験をポジティブとらえ、僕の宝として、
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ますます成長し強くなりたいと思います。 
 
年間で２勝できた事は僕の誇りですし、更に勝ちたいという思いが強くなりました。今年ゼロ 
から車を準備し、僕をグリッドに送り出してくれたチームのみんな、そして関係協力会社の全て
の方々に感謝いたします。２０２２年シーズンの応援をしてくださり、本当にありがとう   
ございました。これからも笹原右京を宜しく御願いします。 
 
 
【田中監督】 
 
土曜の第９戦で野尻選手の２年連続チャンピオンとＴＥＡＭ ＭＵＧＥＮのチームタイトルが

決まったことで、野尻選手はさまざまなプレッシャーから解放されました。また同じく優勝した  
笹原選手は自分の速さに自信がつき、最終戦はそれぞれの自由な思いでレースに臨みました。 
 
結果、野尻選手は予選決勝ともに今シーズンベストと思える素晴らしい走りをしてくれました。 
 
笹原選手も決勝で第９戦同様の速さを見せてくれましたが、果敢に攻めた結果、他車と折衝を  
喫してポジションを落してしまいました。残念ではありましたが、笹原選手のつねに前に行く！ 
という強い気持ちの結果ですので、この経験を糧にさらに成長してくれると思います。 
 
今シーズン、チームとして最高の結果を得られ、この様な素晴らしい結果を報告できたことを大変
嬉しく思います。改めて、日頃からＴＥＡＭ ＭＵＧＥＮを支援していただいているスポンサー様、
関係会社の皆様、いつも熱く応援してくれるファンの皆様に感謝を申し上げます。 
 
来シーズンもＴＥＡＭ ＭＵＧＥＮのご支援と応援を宜しくお願いいたします。 
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